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江
差
高
校
で
は
、
週
に
二
回
教
室
か
ら
「
江
差
追

分
」
の
歌
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
三
年
次
生
の
選

択
科
目
に
設
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
私
も
と
き

ど
き
教
室
へ
見
学
に
行
き
ま
す
。
四
人
の
生
徒
が
、

江
差
追
分
会
師
匠
会
の
指
導
を
受
け
て
、
前
歌
・
本

歌
・
後
歌
の
歌
詞
を
理
解
し
な
が
ら
、
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
る
姿
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
地
域

に
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
文
化
が
あ
る
こ
と
を
、

生
徒
自
身
が
自
然
に
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
大
変
嬉

し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
私
の
趣
味
は
尺
八
を
吹
く
こ
と
で
す
。
ま

だ
ま
だ
人
に
聴
か
せ
る
ほ
ど
の
実
力
で
は
な
い
の
で

す
が
、
楽
し
み
な
が
ら
吹
い
て
い
ま
す
。
平
成
十
六

年
四
月
に
江
差
高
校
に
赴
任
し
て
三
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
て
「
江
差
追
分
」
の
本
場

に
来
た
の
も
何
か
の
縁
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
毎
週
月
曜
日
に
、
尺
八
の
指
導
を
近
江
八

声
氏
に
受
け
て
い
ま
す
。
い
つ
も
下
手
な
私
を
、
根

気
強
く
指
導
し
て
く
だ
さ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
何

と
か
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
は
し
て
い
る
の

で
す
が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
な
音
が
出
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
い
つ
も
私
が
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
の
は
、

転
勤
族
で
あ
る
私
を
、
他
の
お
弟
子
さ
ん
と
同
じ
よ

う
に
親
身
に
な
っ
て
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ゆ
く
ゆ
く
は
、生
徒
が
「
江
差
追
分
」
を
唄
っ
て
、

私
が
尺
八
の
伴
奏
を
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
、こ
れ
か
ら
も
一
層
努
力
し
て
行
き
ま
す
。

「
趣
味
の
尺
八
」 

北
海
道
江
差
高
等
学
校
長　

渡
部
泰
夫

江差追分の授業風景



補
助
金
に
依
存
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
会
員
の
自
主
自
立
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
年
度
総
会
で
は
全
国
大
会
の
地
区
予

選
（
全
国
一
〇
地
区
）
を
各
地
区
の
自
主

運
営
で
行
う
こ
と
が
提
案
さ
れ
論
議
さ
れ

た
。
各
地
区
予
選
は
従
来
全
国
大
会
の
統
一

的
な
運
営
を
確
保
す
る
方
針
か
ら
本
部
が

一
定
の
審
査
員
を
派
遣
し
て
い
た
が
各
地

区
に
師
匠
資
格
者
が
充
実
し
て
い
る
の
で
、

可
能
な
限
り
、
審
査
員
も
地
区
で
充
足
す

る
と
い
う
提
案
で
あ
る
。
今
後
こ
の
方
針

で
調
整
し
て
ゆ
く
こ
と
が
協
議
さ
れ
た
。

一
般
一
九
二
名
、
熟
年
八
一
名
と
な
っ
て

い
る
が
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
出
場
枠

が
協
議
さ
れ
た
。
当
面
は
現
状
の
方
針
を

踏
襲
す
る
が
、
今
後
は
熟
年
の
出
場
枠
、

熟
年
の
年
齢
構
成
、
決
戦
会
の
出
場
枠
（
現

行
二
〇
名
）
を
総
合
的
に
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

な
お
検
討
課
題
の
主
な
点
と
し
て
、
次

の
二
点
が
あ
げ
ら
れ
た
。

一
、
第
四
十
五
回
全
国
大
会
イ
ベ
ン
ト
の
検
討

　

明
年
平
成
十
九
年
は
第
四
十
五
回
全
国

大
会
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
特
別

イ
ベ
ン
ト
が
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と

か
ら
、
演
出
内
容
を
明
年
に
向
け
て
検
討
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
更
に
全
国
大
会
の
検
討

課
題
と
し
て
は
次
の
事
項
が
あ
げ
ら
れ
た
。

⑴
第
四
十
五
回
全
国
大
会
の
イ
ベ
ン
ト
内
容

⑵
一
般
、
熟
年
の
割
り
振
り
、
少
年
の
部

　

優
勝
者
の
扱
い

⑶
参
加
費
、
広
告
料

二
、
運
営
検
討
委
員
会
答
申
事
項
の
検
討

　
答
申
事
項
を
追
分
会
で
内
部
検
討
し
、

　
反
映
で
き
る
も
の
を
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　

本
年
度
事
業
の
主
な
計
画

一
、
江
差
追
分
全
国
大
会

二
、
地
区
選
抜
大
会

三
、
格
付
審
査
、
師
匠
研
修
会

平
成
十
八
年
度
江
差
追
分
会
総
会

　
　

予
算
の
圧
縮
で
地
区
予
選
の
自
主
運
営
方
針
協
議

高
齢
化
に
よ
り
熟
年
会
員
五
〇
％
を
こ
え
る
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四
、
後
継
者
育
成

五
、
江
差
高
校
単
位
制
講
師
派
遣

六
、
第
三
十
回「
ふ
る
さ
と
民
謡
シ
リ
ー
ズ
」

　
　

へ
追
分
派
遣
（
大
阪
府
）

（
取
材
・
松
村　

隆
）

　

平
成
十
八
年
度
江
差
追
分
会
総
会
は
四

月
二
十
三
日
江
差
町
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
え
さ

し
で
開
催
さ
れ
、
全
国
各
支
部
か
ら
出
席

の
総
代
で
本
年
度
の
予
算
や
事
業
計
画
を

原
案
ど
お
り
決
定
し
た
。

　

平
成
十
八
年
度
予
算
総
額
は
三
、一
一
三

万
一
千
円
、
前
年
度
よ
り
二
二
〇
万
円
の

圧
縮
予
算
と
な
っ
た
。
収
入
で
は
町
の
財

政
事
情
か
ら
補
助
金
が
前
年
に
つ
づ
き

一
四
〇
万
円
減
額
し
た
ほ
か
、
支
出
で
は

全
国
大
会
で
九
〇
万
円
ほ
か
を
節
減
し
て

運
営
し
て
ゆ
く
予
算
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

追
分
会
の
運
営
も
従
来
の
よ
う
に
、
町
の

高
齢
化
に
よ
る

 

一
般
・
熟
年
出
場
枠
の
対
応

会
員
数
熟
年
五
〇
％
を
こ
え
る

　

会
員
の
高
齢
化
が
進
む
半
面
、
新
し

い
会
員
の
参
入
が
停
滞
気
味
で
、
熟
年

（
六
五
歳
以
上
）
の
会
員
数
一
、八
一
六
人

（
五
〇
・
二
五
％
）、
一
般
会
員
一
、七
九
八
人

（
四
九
・
七
五
％
）
と
な
り
塾
年
会
員
が
上
ま

わ
っ
た
。
現
状
か
ら
推
移
す
る
と
、
こ
の
傾

向
は
更
に
進
行
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

本
年
度
出
場
枠
は
従
来
の
算
出
方
式
で
、

懇親会での子供達の江差追分と追分踊



た
正
師
匠
浅
沼
和
子
さ
ん
が
講
師
で
授
業

を
は
じ
め
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
ゆ
く
高
校
生
に
、

実
を
若
い
人
た
ち
に
理
解
し
て
唄
っ
て
も

ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

浅
沼
師
匠
自
身
も
高
校
生
の
こ
ろ
か
ら

追
分
ク
ラ
ブ
で
習
い
は
じ
め
、
師
匠
に
な
っ

て
か
ら
は
高
校
の
追
分
ク
ラ
ブ
で
指
導
し

て
き
た
か
ら
自
然
に
熱
が
入
る
。

「
江
差
に
住
ん
で
い
る
と
追
分
を
聞
く
機
会

が
多
く
、
追
分
科
目
が
で
き
た
の
で
唄
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て
選
び
ま
し
た
」

　

三
年
生
一
三
五
人
の
な
か
か
ら
四
人
は

関
心
を
も
っ
て
参
加
し
た
と
い
う
。

　

授
業
は
週
二
回
、
二
時
間
で
四
月
か
ら

は
じ
め
「
せ
つ
ど
、
本
す
く
り
、
も
み
」

な
ど
八
つ
の
基
本
譜
か
ら
習
い
は
じ
め
て

漸
く
節
の
形
を
歌
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
先
生
が
面
白
い
た
と
え
話
を
し
て
教
え
て

く
れ
る
か
ら
授
業
が
楽
し
い
。
少
し
唄
え

る
よ
う
に
な
る
と
も
っ
と
授
業
の
時
間
が

ほ
し
い
く
ら
い
で
す
」

　

吉
田
若
菜
さ
ん
は
も
っ
と
覚
え
た
い
と

い
う
。

　

単
位
制
の
追
分
科
目
は
は
じ
ま
っ
た
ば

か
り
だ
が
江
差
高
校
の
先
輩
に
は
高
校
二

年
生
で
全
国
優
勝
し
た
木
村
香
澄
さ
ん
や
、

高
校
生
か
ら
追
分
に
取
組
ん
で
活
躍
し
て

い
る
寺
島
絵
里
佳
さ
ん
姉
妹
な
ど
多
勢
い

江
差
高
校
が
「
江
差
追
分
」
を
授
業

単
位
制
選
択
科
目
で
三
年
生
、四
人

地
域
文
化
を
若
い
人
た
ち
に
ー

る
。

「
追
分
は
江
差
高
校
だ
か
ら
で
き
る
授
業

で
、
全
国
に
も
例
が
な
い
と
思
う
。
こ
れ

か
ら
生
徒
も
増
し
て
つ
づ
け
て
ゆ
き
た
い
。

地
元
の
文
化
を
生
徒
が
体
得
し
て
地
域
で

活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
」

　

渡
部
泰
夫
校
長
は
地
元
の
文
化
に
取
り

組
ん
で
素
晴
ら
し
い
も
の
を
身
に
つ
け
て

欲
し
い
と
い
う
。
若
い
人
た
ち
が
郷
土
の

文
化
を
習
得
す
る
こ
と
は
自
ら
の
誇
り
を

育
む
力
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

江
差
高
等
学
校
で
は
、
本
年
四
月
か
ら

新
た
に
単
位
制
選
択
科
目
に
「
江
差
追
分
」

を
選
定
し
、
江
差
追
分
会
か
ら
派
遣
さ
れ

先
人
が
北
の
風
土
を
唄
い
込

ん
で
き
た
「
江
差
追
分
」
を

身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
単
位

制
科
目
に
取
入
れ
た
。

　

江
差
追
分
を
選
択
科
目
で

授
業
に
取
組
ん
で
い
る
の
は

三
年
生
、
吉
田
信
玄
、
吉
田

若
菜
、
辻
彩
乃
、
中
居
麻
衣

の
四
人
で
、
講
師
の
浅
沼
さ

ん
は
、
追
分
が
江
戸
時
代
か

ら
唄
い
つ
が
れ
て
き
た
歴
史

を
織
り
ま
ぜ
て
唄
の
実
技
を

指
導
し
て
い
る
。

「
江
差
追
分
は
郷
土
が
育
て

あ
げ
た
最
も
優
れ
た
文
化
で

す
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
全

国
の
人
々
の
心
を
惹
き
つ
け

て
き
た
背
景
か
ら
追
分
の
真

１ ２ ３ ４
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江
差
高
校
「
鴎
陵
だ
よ
り
」



昔
の
浪
花
節
に
名
文
句
が
あ
っ
た
。

「
山
と
山
と
は
出
合
わ
ぬ
が

　

人
と
人
と
は
出
会
う
も
の
」

歌
と
歌
と
も
出
合
う
も
の
で
あ
る
。

美
空
ひ
ば
り
の
歌
っ
た
『
み
だ
れ
髪
』

（
星
野
哲
郎
作
詞
、
船
村
徹
作
曲
）
に
、

「
春
は
二
重
に
巻
い
た
帯

　

三
重
に
巻
い
て
も
余
る
秋
」
と
あ
る
。

　

江
戸
中
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
山
家
鳥
虫

歌
集
』
（
さ
ん
か
ち
ょ
う
ち
ゅ
う
か
）
に

は
江
戸
時
代
初
期
か
ら
の
全
国
六
十
六
ヶ

国
の
民
謡
の
歌
詞
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
岩
波
文
庫
版
、
１
９
８
４
年
刊
）

　

そ
こ
に
河
内
の
唄
が
あ
る
。

「
こ
な
た
思
う
た
ら

　

こ
れ
ほ
ど
痩
せ
た

　

二
重
回
り
が　

三
重
回
る
」

　

解
説
に
よ
る
と
、
す
で
に
『
万
葉
集
』

に
大
伴
家
持
の
歌
が
載
っ
て
い
る
。

　

一
重
の
み
妹
が
結
ば
む
帯
を
す
ら

　

三
重
結
ぶ
べ
く　

わ
が
身
は
な
り
ぬ

　

こ
ち
ら
の
方
が
激
痩
せ
で
あ
っ
た
。

　

江
差
と
縁
が
深
い
沖
縄
・
石
垣
島
の
唄

「
ト
ゥ
バ
ラ
ー
マ
」
で
宮
良
康
正
が
歌
っ

て
い
た
。

　

「
思
て
通
ゆ
ら
ば　

千
里
ん
一
里

　
　

ま
た
ん
戻
ら
ば　

元
の
千
里
」

　

こ
れ
も
山
城
を
は
じ
め
、
中
世
鎌
倉
時

代
か
ら
全
国
各
地
で
好
ま
れ
て
い
た
。

　

「
こ
な
た
思
へ
ば　

千
里
も
一
里

　
　

逢
は
ず
戻
れ
ば　

一
里
が
千
里
」

　

明
治
時
代
に
大
流
行
し
た
『
東
雲
節
』

の
名
文
句
「
何
を
く
よ
く
よ
川
端
柳
」
も

『
山
家
鳥
虫
歌
』
集
に
出
て
い
る
。

　

「
何
を
嘆
く
ぞ
川
端
柳

　
　

水
の
出
ば
な
を
嘆
く
か
や
」

　

お
隣
り
韓
国
の
詩
の
形
式
の
ひ
と
つ
に

「
時
調
」
（
シ
ジ
ョ
）
が
あ
る
。
十
八
世

紀
の
李
王
朝
の
こ
ろ
か
ら
歌
わ
れ
出
し
た

と
い
う
。
「
時
節
歌
調
」
の
略
で
あ
り
、

「
当
代
の
流
行
歌
調
」
の
意
味
だ
と
い
う

（
尹
学
準
『
朝
鮮
の
詩
ご
こ
ろ　

時
調
の

世
界
』
講
談
社
学
芸
文
庫
）
。

　

李
朝
中
期
の
女
流
詩
人
、
黄
真
伊
（
ホ

ア
ン
・
ジ
ニ
）
は
才
色
兼
備
で
名
高
か
っ

た
。
そ
の
数
多
い
歌
の
中
に
絶
唱
と
さ

れ
、
韓
国
人
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る

「
時
調
」
詩
が
あ
る
と
い
う
。

　
　

冬
至
月
（
し
も
つ
き
）
の

　
　

長
々
し
き
夜
を

　
　

二
つ
に
裁
ち
て

　
　

春
の
暖
か
き
し
と
ね
に
畳
み
入
れ　

　
　

君
の
訪
い
来
る
夜
の
短
さ
を

歌
の
出
会
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

岩
淵
啓
介

　
　

延
ば
し
延
ば
さ
め

　

心
あ
た
り
の
あ
る
詩
句
で
あ
ろ
う
。

　

江
差
追
分
で
も
歌
う
。

　

「
待
つ
夜
の
長
さ
を

　
　

四
、
五
尺
詰
め
て

　
　

逢
う
た
そ
の
夜
に
延
ば
し
た
い
」

　

頼
山
陽
作
と
い
う
都
々
逸
も
同
じ
心
。

　

「
三
千
世
界
の
鴉
を
殺
し

　
　

主
と
朝
寝
が
し
て
み
た
い
」

　

起
請
文
の
地
紙
に
は
熊
野
権
現
の
使
者

の
カ
ラ
ス
た
ち
が
印
刷
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
唄
の
字
（
音
）
数
は
「
八
、
七
、

七
、
五
」
で
、
初
句
が
八
音
と
な
っ
て
い

る
。
「
七
、
七
、
七
、
五
」
の
定
型
に
比

べ
る
と
、
初
句
が
字
余
ま
り
に
な
る
。

　

奇
し
く
も
、
江
差
追
分
の
名
歌
詞
「
か

も
め
の
鳴
く
音
に
」
と
同
じ
「
八
音
」
の

歌
い
出
し
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
古
今
の
歌
詞
を
読
み
比
べ
て

み
る
と
、
似
た
よ
う
な
人
間
の
折
々
の
感

慨
を
、
自
分
で
歌
に
し
て
み
る
可
能
性
が

出
て
く
る
。
「
花
に
啼
く
ウ
グ
ヒ
ス
、
水

に
住
む
カ
ハ
ズ
」
も
「
い
づ
れ
か
歌
を
詠

ま
ざ
ら
ん
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

ア
イ
ヌ
民
族
の
叙
情
歌
謡
の
ひ
と
つ
に

「
ヤ
イ
サ
マ
」
が
あ
る
。

　

自
作
自
演
の
歌
で
あ
り
、
結
び
の
文
句

に
「
ヤ
イ
サ
マ
・
ネ
・
ナ
」
（
こ
れ
が
自

分
の
心
を
述
べ
る
歌
で
す
よ
）
と
、
リ
フ

レ
ー
ン
（
折
り
返
し
）
を
付
け
る
。

　

男
が
歌
う
「
酒
の
唄
」
が
あ
る
。

　

「
ほ
ん
の
一
杯
と
思
っ
て

　
　

一
杯
飲
ん
だ
ら　

二
杯
に
な
っ
た

　
　

ハ
イ
ハ
イ
ハ
イ

　
　

三
杯
飲
ん
だ
ら　

一
升
に
な
っ
た
」

　

青
恥
赤
恥
か
い
て
後
悔
す
る
ま
で
を
順

繰
り
歌
う
。

　

「
笑
わ
な
い
で
お
く
れ

　
　

さ
げ
す
ま
な
い
で
お
く
れ

　
　

ヤ
イ
サ
マ
ネ
ナ

　
　

ハ
イ
ハ
イ
ハ
イ
」

（
『
知
里
真
志
保
著
作
集
２
』
平
凡
社
）

　

女
性
が
恋
心
を
男
性
に
訴
え
る
歌
も
当

然
あ
る
。

　

江
差
追
分
ほ
ど
歌
詞
が
多
様
多
種
に
わ

た
り
数
が
多
い
の
も
珍
し
い
。
そ
の
時
代

そ
の
場
に
応
じ
て
、
「
私
の
心
の
歌
な
の

で
す
よ
」
と
「
時
調
」
が
作
ら
れ
つ
づ
け

て
来
た
の
だ
ろ
う
。

　

江
差
追
分
に
は
「
三
大
名
歌
」
と
い
う

の
が
あ
る
。
ま
ず
「
か
も
め
」
つ
づ
い
て

「
忍
路
高
島
」
「
泣
い
た
と
て
」
。
最
も

よ
く
歌
わ
れ
る
名
歌
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
自
作
の
江
差
追
分
、
「
ヤ
イ
サ

マ
ネ
ナ
」
を
加
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

（
追
分
会
理
事
）
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む
か
し
発
売
さ
れ
た
Ｌ
Ｐ
盤
レ
コ
ー
ド

に
『
追
分
の
し
ら
べ
』
（
東
芝
）
と
い
う

の
が
あ
っ
て
、
江
差
追
分
を
中
心
に
松
前

追
分
、
越
後
追
分
、
信
濃
追
分
、
秋
田
追

分
、
南
部
追
分
、
宮
城
追
分
、
房
州
追

分
、
出
雲
追
分
、
豊
後
追
分
の
十
種
類
を

聞
き
く
ら
べ
る
楽
し
み
が
あ
っ
た
。
そ
の

他
、
戦
前
の
Ｓ
Ｐ
盤
レ
コ
ー
ド
に
は
、
津

軽
追
分
と
い
う
の
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
数
々
の
追
分
が
あ
る
な
か

で
、
江
差
追
分
は
紆
余
曲
折
の
変
遷
を
へ

て
曲
譜
や
基
準
を
定
め
昭
和
三
八
年
以
来

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
い
ま
や
各
追
分

の
頂
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
か
つ
て
古
老
の
追
分
談
義
の

な
か
で
〈
東
京
追
分
〉
と
い
う
の
も
あ
っ

ま
だ
江
差
追
分
を
あ
ま
り
意
識
せ
ず
、
追

分
の
進
歩
発
展
を
願
っ
た
人
た
ち
の
追
分

で
あ
っ
た
。

　

そ
の
代
表
格
で
あ
っ
た
の
が
見み

砂さ
ご

東と
う

楽が
く

（
本
名
・
松
太
郎
、
知と

も

●あ
き

と
改
名
）
で
、

明
治
八
年
に
石
川
県
で
生
れ
、
昭
和
四
〇

年
に
埼
玉
県
本
庄
市
に
て
逝
去
し
て
い

る
。

　

彼
は
明
治
三
一
年
、
苫
小
牧
王
子
製
紙

会
社
に
勤
め
て
い
る
と
き
に
追
分
の
虜
に

な
り
、
大
正
五
年
に
道
教
委
の
前
身
・
北

海
道
連
合
教
育
会
の
委
嘱
に
よ
り
再
び
来

道
し
て
か
ら
一
層
夢
中
に
な
り
、
従
来
の

各
種
追
分
節
の
旋
律
を
比
較
研
究
し
、
見

砂
流
あ
る
い
は
東
楽
流
と
よ
ば
れ
る
追
分

を
創
始
し
た
。

懐
古
・
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
を
聞
き
な
が
ら
（
六
） 

江
差
追
分
を
愛
し
た
見
砂
東
楽
師 

… 

高
田　

裕
　

ま
た
音
楽
学
者
の
田
辺
尚
雄
と
共
に
、

玲れ
い

琴き
ん

（
巨
大
な
三
味
線
を
チ
ェ
ロ
の
よ
う

に
弦
で
弾
く
）
と
い
う
新
し
い
楽
器
を
考

案
し
て
追
分
伴
奏
に
と
り
い
れ
、
Ｊ
Ｏ
Ａ

Ｋ
愛
宕
山
放
送
（
大
正
一
四
年
・
開
始
）

か
ら
数
多
く
追
分
を
ラ
ジ
オ
電
波
に
の
せ

た
人
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
放
送
日
は
「
俚

謡
放
送
の
回
顧
」
（
昭
和
一
二
年
、
町
田

嘉
章
編
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ

テ
レ
コ
が
な
い
時
代
で
如
何
と
も
し
が
た

い
。
し
か
し
、
遺
さ
れ
た
多
く
の
Ｓ
Ｐ
盤

レ
コ
ー
ド
、
と
り
わ
け
ビ
ク
タ
ー
や
ポ
リ

ド
ー
ル
の
「
玲
琴
入
り
・
追
分
節
」
は
貴

重
な
一
曲
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時

の
文
部
省
推
薦
を
う
け
、
大
変
好
評
だ
っ

た
よ
う
だ
。

　

さ
ら
に
、
彼
の
追
分
の
著
書
が
二
冊
あ

る
。
『
俚
謡
正
調
追
分
節
百
種
文
句
集
』

（
大
正
九
年
）
と
『
民
謡
改
善
・
追
分
節

宣
伝
・
全
』
（
大
正
十
年
）
で
あ
る
。

　

戦
前
の
話
に
な
る
が
、
彼
は
札
幌
に
住

居
を
移
し
仲
村
光
弘
（
本
名
・
弘
子
）
や

細
川
半
月
（
本
名
・
直
一
）
な
ど
の
高
弟

を
育
て
、
彼
ら
と
一
緒
に
道
北
地
方
や
樺

太
、
南
は
名
古
屋
・
大
阪
・
台
湾
ま
で
追

分
の
宣
伝
普
及
を
し
て
歩
く
。
そ
の
合
い

間
に
、
東
京
の
寄
席
や
三
越
劇
場
に
出
演

を
し
、
大
日
本
追
分
節
連
合
会
の
最
高
顧

問
の
要
職
に
つ
い
て
い
る
。

見砂東楽（知　）師　大正10年

　

戦
後
、
郷
里
の
金
沢
に
一
度
も
ど
り
、

昭
和
二
五
年
に
は
「
北
陸
追
分
研
究
会
」

を
創
立
す
る
が
、
数
年
後
こ
れ
を
実
弟
の

見
砂
玄
国
に
任
せ
て
再
び
上
京
す
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
明
治
・
大
正
・
昭

和
の
三
時
代
に
か
け
て
札
幌
・
東
京
・
金

沢
中
心
の
追
分
行
脚
人
生
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
話
は
、
戦
後
マ
ン
ボ
、

サ
ン
バ
な
ど
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

誇
り
、
ラ
テ
ン
音
楽
ブ
ー
ム
を
作
っ
た

“
東
京
キ
ュ
ー
バ
ン
・
ボ
ー
イ
ズ
”
の
設

立
者
・
見
砂
直た

だ

照あ
き

（
本
名
・
保や

す

雄お

）
に

よ
る
。
彼
は
中
南
米
は
も
と
よ
り
海
外
公

演
も
精
力
的
に
行
っ
て
い
た
の
だ
が
、
江

利
チ
エ
ミ
の
「
さ
の
さ
／
五
木
の
子
守

唄
」
、
三
橋
美
智
也
の
「
津
軽
じ
ょ
ん
か

ら
節
／
タ
ン
ト
節
」
な
ど
得
意
の
ラ
テ

ン
・
リ
ズ
ム
で
日
本
の
民
謡
を
盛
り
あ
げ

て
く
れ
て
、
軽
音
楽
界
で
紫
綬
褒
章
を
受

賞
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
彼
の
日
本
民
謡
に
対
す
る
理

解
と
貢
献
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
学
ぶ
た
め

に
入
学
し
た
東
洋
音
楽
学
校
時
代
に
民
謡

研
究
の
大
御
所
・
町
田
佳
声
宅
に
寄
留
し

て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
直
照
こ
そ
東

楽
の
ご
子
息
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
二
人
共

こ
の
世
に
い
な
い
。
今
年
で
見
砂
東
楽
、

生
誕
一
三
〇
年
。　
　
　
　
（
追
分
会
理
事
）

　

※
江
差
追
分
会
館
・
蔵
書
参
照
。

た
。
実
際
に
は
、
そ
う

い
う
追
分
が
存
在
し
な

い
の
だ
が
、
今
日
の
よ

う
に
節
廻
し
が
定
着
し

て
い
な
い
時
代
に
、
江

差
追
分
に
心
酔
す
る
あ

ま
り
、
東
京
・
札
幌
な

ど
を
中
心
に
追
分
流
派

を
つ
く
っ
て
普
及
活
動

を
し
た
こ
と
を
い
う
。
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平
成
十
六
年
の
秋
、
江
差
追
分
会
館
の

前
庭
に
建
立
さ
れ
た
追
分
記
念
碑
に
は
、

江
差
追
分
の
由
来
に
つ
い
て
「
遠
い
昔
、

信
州
の
浅
間
山
麓
に
生
ま
れ
た
馬
子
唄
は
、

北
前
船
の
船
子
や
旅
人
達
に
よ
っ
て
こ
の

地
に
運
ば
れ
、
波
の
調
べ
の
中
に
北
辺
の

風
土
と
人
情
を
唄
い
込
ん
だ
名
曲
、
江
差

追
分
節
と
な
っ
て
美
し
く
花
開
い
た
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
唄
の
成

立
過
程
に
お
け
る
、
北
前
船
の
男
た
ち
の

役
割
を
大
き
く
評
価
し
て
い
る
わ
け
で
あ

る
が
、
一
方
、
こ
の
唄
の
情
調
を
高
め
る

上
で
北
前
船
を
取
り
巻
く
往
時
の
女
た
ち

が
果
た
し
た
役
割
も
男
た
ち
に
劣
ら
ず
大

き
か
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
こ
の
小
文
で
は
、
彼
ら
の
境
遇

や
、
時
代
の
雰
囲
気
を
最
も
よ
く
反
映
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
古
い
追
分
節
の
古
い

文
句
を
い
く
つ
か
掲
げ
な
が
ら
彼
ら
の
日

常
の
生
活
感
情
の
一
端
を
探
っ
て
み
る
こ

と
に
し
た
い
。

　

十
七
世
紀
の
半
ば
過
ぎ
、
宝
暦
・
明
和

の
頃
か
ら
江
差
地
方
に
は
、
前
代
ま
で
の

北
国
船
に
代
わ
っ
て
帆
走
性
能
の
優
れ
た

弁
財
型
の
船
が
来
航
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大
阪
を
基
点
に
、
西
回
り
で
北
方
（
北
前
）

の
日
本
海
沿
岸
を
往
復
す
る
、
三
百
石
か

ら
五
百
石
、
と
き
に
は
千
五
百
石
に
も
及

ぶ
積
載
量
を
誇
る
こ
れ
ら
の
買
積
船
に
は
、

船
頭
の
ほ
か
、
表
（
お
も
て
・
航
海
士
）

知
工
（
ち
く
・
会
計
）
親
父
（
水
夫
長
）、

若
衆
、
炊
（
か
し
ぎ
）
な
ど
と
呼
ば
れ
る

多
く
の
水
主
（
か
こ
）
が
乗
り
組
み
、
春

か
ら
秋
に
か
け
て
一
往
復
な
い
し
二
往
復
、

数
ヶ
月
に
わ
た
る
商
用
の
旅
に
従
事
し
た
。

　

積
荷
は
大
阪
か
ら
の
下
り
に
は
木
綿
、

塩
、
砂
糖
、
陶
器
、
紙
、
鉄
、
わ
ら
工
品
、

瓦
、
石
材
な
ど
、
一
方
、
松
前
地
か
ら
の

上
り
荷
に
は
鰊
粕
、
胴
鰊
、
身
欠
鰊
、
数

の
子
、
昆
布
、
煎
海
鼠
（
い
り
こ
）、
と
き

に
は
ク
サ
マ
キ
と
よ
ば
れ
た
蝦
夷
檜
（
ヒ

バ
材
）
な
ど
が
あ
て
ら
れ
た
。

　

彼
ら
の
固
定
給
は
僅
か
な
も
の
で
あ
っ

た
が
、
船
頭
に
は
自
由
に
処
分
で
き
る
積

荷
の
一
割
前
後
に
上
る
「
帆
待
ち
荷
」
が

あ
り
、
水
主
た
ち
に
は
そ
れ
よ
り
若
干
少
な

い
が
「
切
出
し
」
と
呼
ば
れ
る
そ
れ
ぞ
れ

の
身
分
に
応
じ
た
歩
合
給
が
あ
っ
て
、
船

頭
の
才
覚
や
商
品
相
場
次
第
で
は
、
か
な

り
の
収
益
を
上
げ
る
こ
と
も
で
き
た
。
し

か
し
、
何
分
造
船
技
術
や
航
海
術
の
未
発

北
前
船
の
水
主
と
女
た
ち 

…
…
…
…
…
…
… 

館　

和
夫

達
な
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
航
海
の
途
中

で
難
破
す
る
こ
と
も
多
く
、
日
ご
ろ
か
ら

「
板
子
一
枚
下
は
地
獄
」
と
い
う
宿
命
的
な

無
常
観
を
背
負
い
な
が
ら
ひ
た
す
ら
神
仏

を
た
の
む
一
方
、

　

今
宵
一
夜
は
緞
子
の
枕
（
ま
た
は
飲
め
や

　

唄
え
や
今
宵
を
限
り
）
明
日
は
出
船
の
浪
枕

と
、
刹
那
的
、
享
楽
的
な
船
乗
り
気
質
で

日
を
送
る
者
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

沿
岸
各
地
の
港
で
積
荷
の
売
買
を
済
ま

せ
、
風
も
い
よ
い
よ
出
帆
の
時
と
も
な
れ

ば
、
馴
染
み
を
重
ね
た
女
と
も
否
応
な
く

別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な

と
き
の
弁
財
衆
の
苦
し
い
胸
の
内
を
吐
露

し
た
と
思
わ
れ
る
次
の
よ
う
な
追
分
の
文

句
が
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

碇
起
こ
い
て
帆
を
ま
く
と
き
に
ゃ

　
　

し
ん
か
ら
涙
が
ホ
ロ
と
出
た

　

関
西
弁
を
含
ん
だ
真
情
あ
ふ
れ
る
こ
の

文
句
は
、
か
の
信
州
追
分
宿
に
お
け
る
「
追

分
枡
形
の
茶
屋
で
ホ
ロ
と
泣
い
た
が
忘
ら

り
ょ
か
」
と
い
う
馬
子
唄
に
通
じ
る
も
の

が
あ
り
、
追
分
節
に
こ
め
ら
れ
た
人
間
の

真
情
が
、
時
代
や
風
土
、
曲
調
の
違
い
を

こ
え
て
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示

す
何
よ
り
の
証
左
と
い
え
よ
う
。

　

さ
て
、
一
方
の
港
の
女
た
ち
で
あ
る
が
、

こ
ち
ら
も
北
前
船
の
男
た
ち
に
負
け
ず
劣

ら
ず
の
浮
き
草
稼
業
で
、
多
く
の
場
合
、

前
借
を
抱
え
て
行
動
の
自
由
が
制
約
さ
れ

る
な
ど
「
苦
の
海
」
に
身
を
沈
め
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
悲
し
い
身
の
上
の
女

た
ち
で
あ
る
。

　

気
前
良
い
と
て
船
頭
衆
に
ほ
れ
て

　
　

付
い
ち
ゃ
行
か
れ
ず　

泣
き
別
れ

（
囃
）
ま
ま
に
な
る
な
ら
一
緒
に
行
き
た
い

　
　
　

荒
い
波
風
少
し
も
恐
れ
ぬ

　
　
　

苫
を
敷
き
寝
の
梶
ま
く
ら

と
い
う
よ
う
に
唄
っ
て
は
み
る
も
の
の
、

好
き
あ
っ
た
男
に
つ
い
て
ゆ
く
わ
け
に
は

行
か
な
い
。
つ
ま
り
、
身
一
つ
で
荒
海
に

乗
り
出
し
た
農
漁
村
の
二
、三
男
と
、
貧
し

さ
の
中
で
い
つ
し
か
港
の
女
に
さ
せ
ら
れ

た
女
の
間
に
は
、
所
詮
、
ひ
と
と
き
浜
辺 １ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

で
な
き
交
わ
す
鴎
や
浜
千
鳥
と
い
っ
た

程
度
の
は
か
な
い
自
由
し
か
許
さ
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
数
々
の
悲
恋
の
陰
に
今

日
の
江
差
追
分
に
つ
な
が
る
唄
の
醇
化

作
用
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、

現
代
の
追
分
愛
好
者
で
あ
る
我
々
は
、

今
一
度
心
の
中
に
し
っ
か
り
と
銘
記
し

た
い
も
の
で
あ
る
。

　

藩
政
時
代
の
昔
か
ら
明
治
の
半
ば
頃

ま
で
、
江
差
追
分
の
情
調
の
向
上
に
寄
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佳
さ
ん
が
全
国
で
一
人
受
賞
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
四
年
度
に
同
賞
を
木
村
香
澄
さ

ん
（
第
二
十
九
回
優
勝
者
）
が
受
賞
し
て

お
り
、
江
差
追
分
会
か
ら
二
人
目
の
受
賞

に
な
り
ま
す
。

　

受
賞
し
た
寺
島
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も

江
差
追
分
の
真
髄
を
求
め
、
い
つ
か
人
を

寺
島
絵
里
佳
さ
ん
が

地
域
伝
統
芸
能
奨
励
賞
受
賞
決
定

　

日
本
各
地
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
の
技
の

継
承
に
、
日
頃
か
ら
地
道
を
努
力
を
重
ね
、

そ
の
地
域
の
伝
統
芸
能
を
担
っ
て
立
つ
と

期
待
さ
れ
、
周
囲
の
模
範
と
な
る
貢
献
を

し
て
い
る
将
来
有
望
な
若
い
新
人
に
贈
ら

れ
る
「
地
域
伝
統
芸
能
奨
励
賞
」〔（
財
）

地
域
伝
統
芸
能
活
用
セ
ン
タ
ー
〕
に
、
第

四
十
一
回
全
国
大
会
優
勝
者
の
寺
島
絵
里

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

　

歴
ま
ち
商
店
街
組
合
で
は
、
い
に
し
え

街
道
（
中
歌
町
〜
姥
神
町
間
一
、一
ｋ
ｍ
）

に
「
歓
迎　

江
差
追
分
」
の
の
ぼ
り
を
各

商
店
前
に
二
十
本
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の

の
ぼ
り
の
設
置
は
、
い
に
し
え
街
道
に
観

光
客
を
迎
え
る
歓
迎
ム
ー
ド
が
乏
し
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
当
組
合
よ
り
江
差
追
分
会

に
相
談
が
あ
り
、
江
差
追
分
会
と
し
て
も

江
差
追
分
の
宣
伝
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

追
分
会
館
前
に
設
置
し
て
い
る
も
の
と
同

じ
の
ぼ
り
を
提
供
し
た
も
の
で
す
。

　

青
色
の
鮮
や
か
な
の
ぼ
り
は
観
光
客
の

皆
さ
ん
に
も
評
判
は
上
々
で
す
。

与
し
た
の
は
、
無
論
、
北
前
船
の
乗
組
員

や
港
の
女
ば
か
り
で
は
な
い
。
東
北
、
北

陸
の
各
地
か
ら
飢
饉
を
逃
れ
て
や
っ
て
き

た
数
多
く
の
老
若
男
女
や
、
飢
饉
の
年
な

ら
ず
と
も
日
頃
か
ら
蝦
夷
地
の
稼
ぎ
に
依

存
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
貧
し
い
農
漁
村

の
女
房
た
ち
が
旅
立
つ
夫
や
家
族
に
寄
せ

た
深
い
愛
情
も
ま
た
、
唄
の
文
句
や
曲
調

の
変
遷
の
中
、
随
所
に
多
彩
な
形
で
凝
縮

さ
れ
て
い
る
。

　

荒
い
風
に
も
あ
て
な
い
主
を

　
　

や
ろ
か
蝦
夷
地
の
荒
海
へ

　

蝦
夷
へ
行
く
と
言
ゃ
涙
が
こ
ぼ
る

　
　

帰
る
も
の
や
ら　

別
れ
や
ら

　

蝦
夷
は
雪
国
さ
ぞ
寒
か
ろ
う

　
　

早
く
ご
無
事
で　

帰
り
ゃ
ん
せ

　

こ
れ
ら
の
文
句
は
、
越
後
追
分
や
江
差

追
分
あ
る
い
は
三
下
り
の
文
句
と
し
て
、

往
々
に
共
通
の
文
句
と
し
て
使
わ
れ
て
お

り
、
前
記
の
よ
う
な
妓
楼
の
女
た
ち
の
座

敷
芸
と
は
、
ま
た
一
味
違
っ
た
生
活
感
の

あ
る
庶
民
の
唄
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
万
事
豊
か
に
な
っ
て

生
活
様
式
も
意
識
も
感
性
も
、
ど
ん
ど
ん

洋
風
化
し
、
日
本
ら
し
さ
の
失
わ
れ
た
今

日
の
日
本
と
、
貧
し
く
と
も
心
と
自
然
が
豊

か
だ
っ
た
往
昔
の
日
本
人
の
姿
と
を
、
た

ま
た
ま
追
分
節
の
流
伝
の
過
程
を
通
じ
て

比
較
し
て
み
て
、
い
ま
さ
ら
に
今
昔
の
感

を
深
く
し
て
い
る
こ
の
ご
ろ
の
私
で
あ
る
。

（
学
芸
部
理
事
）

い
に
し
え
街
道
に

追
分
歓
迎
の
ぼ
り
を
設
置

感
動
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る

追
分
を
唄
い
た
い
」
と
さ
ら

に
追
分
の
道
を
極
め
る
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

江
差
追
分
会
の
次
代
を

担
っ
て
い
く
若
手
女
性
ホ
ー

プ
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
受
賞
式
は
九
月
八

日
、
札
幌
市
に
て
行
わ
れ
ま

す
。



１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

□
江
差
高
校
が
単
位
制
選
択
科
目
に
「
江
差
追
分
」

を
開
設
し
た
こ
と
は
、
追
分
の
本
場
に
最
も
ふ
さ

わ
し
い
取
組
み
だ
と
思
う
。
全
国
に
も
例
の
な
い

授
業
だ
ろ
う
。
選
択
授
業
を
し
て
い
る
の
は
三
年

生
四
人
だ
が
、
三
年
生
一
三
五
人
の
三
％
か
ら
す

れ
ば
少
な
い
人
数
で
は
な
い
。
四
人
と
も
郷
土
の

唄
に
関
心
を
も
っ
た
と
取
組
ん
で
い
る
。

□
江
差
追
分
は
日
本
民
謡
の
な
か
で
特
に
優
れ
た

音
楽
性
を
備
え
た
旋
律
だ
と
音
楽
家
た
ち
が
高
く

評
価
し
て
い
る
。（
世
界
追
分
祭
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

民
族
音
楽
と
評
価
さ
れ
る
郷
土
文
化
が
、
こ
れ
を

機
会
に
若
い
世
代
の
関
心
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

□
追
分
全
国
大
会
が
や
っ
て
き
た
。
熟
年
層
が
一

般
を
上
ま
わ
る
ほ
ど
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
昨

年
は
播
磨
孝
雄
さ
ん（
六
二
）が
最
高
齢
で
優
勝
を

飾
っ
た
。
声
だ
け
に
頼
ら
ず
感
動
を
共
感
さ
せ
る

歌
い
手
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
【
編
集
】　

岩
淵
啓
介
・
松
村　

隆

　
　
　
　
　
　
　

館　

和
夫
・
高
田　

裕

　
　
　
【
企
画
】　

西
谷
和
夫
・
中
川　

智

　
　
　
　
　
　
　

澤
田
博
生

あ
と
が
き

　

八
月
十
九
日
、
二
十
日
に
秋
田
県
由
利

本
荘
市
で
開
催
さ
れ
た
第
二
十
三
回
本
荘

追
分
全
国
大
会
大
賞
の
部
（
八
十
人
出
場
）

で
第
四
十
回
江
差
追
分
全
国
大
会
優
勝
者

の
長
江
亜
津
子
さ
ん
（
札
幌
市
）
が
全
国

各
地
の
強
豪
を
抑
え
見
事
優
勝
に
輝
き
、

民
謡
全
国
大
会
二
冠
目
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

長
江
さ
ん
は
、
本
大
会
に
過
去
五
回
出

場
し
、
全
て
入
賞
。（
二
十
回
大
会
の
四
位

が
最
高
）

　

決
戦
会
で
は
、
追
分
会
東
北
地
区
運
営
協

議
会
長
の
佐
々
木
東
雲
氏
の
伴
奏
で
、
情

緒
豊
な
「
本
荘
追
分
」
を
熱
唱
し
、
会
場

を
訪
れ
た
大
勢
の
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
第
二
十
三
回

  
本
荘
追
分
全
国
大
会
」
で

長
江
亜
津
子
さ
ん
が
優
勝

　

今
年
度
の
第
二
回
江
差
追
分
会
理
事

会
が
七
月
十
五
日
江
差
町
で
開
催
さ
れ
、

三
十
二
名
の
理
事
が
出
席
し
、
次
の
と
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
第
四
十
四
回
江
差
追
分
全
国
大
会
・

　

第
十
回
江
差
追
分
熟
年
全
国
大
会
・
第

　

十
回
江
差
追
分
少
年
全
国
大
会
に
つ
い
て

　

・
開
催
要
綱
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
と

　
　

同
様
と
す
る
。

　

・
大
会
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　
　

は
、
昨
年
度
よ
り
の
変
更
点
は
、
前

　
　

年
度
優
勝
者
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

　
　

決
選
会
終
了
後
に
変
更
。

二
、
次
年
度
以
降
に
お
け
る
出
場
割
計
算

　

式
の
変
更
に
つ
い
て

　

・
現
在
の
会
員
数
の
割
合
に
つ
い
て
は
、

　
　

熟
年
の
会
員
数
が
一
般
の
会
員
数
を

　
　

上
回
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
現
行

　
　

の
全
国
大
会
の
一
般
・
熟
年
の
出
場

　
　

枠
の
計
算
式
に
つ
い
て
は
、
平
成
九

　
　

年
度
の
会
員
比
率
に
よ
り
算
出
す
る

　
　

計
算
式
を
採
用
し
て
い
た
が
、
次
年

　
　

度
よ
り
、
平
成
十
七
年
度
の
会
員
比

　
　

率
に
よ
り
算
定
し
た
い
旨
の
提
案
が

　
　

あ
り
、
各
理
事
か
ら
多
く
の
意
見
が

　
　

出
さ
れ
検
討
し
た
結
果
、
今
回
の
提

平
成
十
八
年
度
第
二
回

江
差
追
分
会
理
事
会
を
終
了

花束を手に熱唱する長江さん

　
　

案
を
数
年
推
移
を
見
な
が
ら
取
り
進

　
　

め
る
こ
と
で
決
定
し
た
。

三
、
第
四
十
五
回
江
差
追
分
全
国
大
会
記

　

念
大
会
に
つ
い
て

　

・
来
年
の
記
念
大
会
の
イ
ベ
ン
ト
内
容

　
　

に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
、
各

　
　

理
事
か
ら
い
ろ
ん
な
意
見
を
い
た
だ

　
　

き
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、「
歴
代
優

　
　

勝
者
の
中
か
ら
他
の
民
謡
で
優
勝
し

　
　

た
人
た
ち
の
唄
を
考
え
て
は
」、「
東

　
　

北
民
謡
と
江
差
追
分
の
関
係
で
や
る

　
　

の
も
面
白
い
の
で
は
」、「
支
部
長
合

　
　

唱
」、「
追
分
に
関
わ
る
唄
で
イ
ベ
ン

　
　

ト
を
」
等
々
の
意
見
が
出
さ
れ
、
そ

　
　

れ
ら
の
案
を
参
考
に
工
夫
し
少
な
い

　
　

経
費
で
内
容
充
実
し
た
も
の
を
考
え

　
　

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
ま
と
ま
り

　
　

ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
ま

　
　

だ
決
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
会

　
　

長
よ
り
「
各
地
区
に
持
ち
帰
っ
て
、

　
　

良
い
案
が
あ
っ
た
ら
事
務
局
に
提
案

　
　

い
た
だ
き
た
い
」
と
の
依
頼
が
あ
り

　
　

ま
し
た
。

　

十
月
十
四
日
、
十
五
日
に
江
差
町
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
参
加
資
格
は
四
級
秀
以
上

の
有
資
格
者
が
対
象
で
す
。
日
程
は
次
の

と
お
り
。

　

○
十
月
十
四
日
（
土
）（
一
日
目
）

　
　
　
　

十
三
時
〜
十
七
時

　

○
十
月
十
五
日
（
日
）（
二
日
目
）

　
　
　
　

九
時
〜
正
午

　

場
所
は
い
ず
れ
も
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
え
さ
し

平
成
十
八
年
度
第
一
回

師
匠
会
研
修
会
日
程

事
務
局
よ
り


